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活動報告 
 
『教育活動報告－多摩大アジアダイナミズム台湾研修視察－』 
 
2012 年度多摩大学経営情報学部共同研究の結果報告 
共同研究メンバー6名:趙佑鎭教授(責任者)、 
金美徳教授、中村その子教授、巴特尓准教授、 
杉本次郎太学生課職員、吉田ひろみ学生課職員 
 
1.研修目的 
多摩大学の 3つの建学精神は、「学際性」、「実際性」とともに「国際性」がある。この「国
際性」というキーワードは、グローバル社会の一員として積極的な役割を果たす人材を育
成することを旨としている。したがってビジネスに必要な経営と情報を融合した専門知識
や技術を学生に習得させるだけではなく、日本の国際関係と新たな世界秩序、そしてその
中での日本人の役割を意識させる機会を設けるべく努めている。特に、日本の進路と世界
秩序を欧米の視点だけではなく、アジアの視点から考えること、すなわち「アジアの視座」
を重視している。このような時代的かつ教育政策的要請に基づいて、寺島実郎多摩大学長
は、「アジア・ユーラシアダイナミズム時代を創造する志と地政学的知を身に付けた人材の
育成」という教育方針を示されている。 
このような建学精神と教育方針にしたがって、多摩大アジアダイナミズム研修視察の第 2 
弾（第１弾として 2011 年度は韓国）として、東日本大震災で最も多くの義援金を頂き、日
本との親和性が高い台湾を訪問した。この台湾研修には、37 名が参加した。内訳は、学生
31 名(経営情報学部 29 名、グローバルスタディーズ学部 2名)と教職員 6名である。台湾の
ビジネス・産業・文化・政治などについて学生と教職員が見聞した結果を報告する。 
 
2.研修日程 
第 1日目 9 月 3 日（水） 
10：50  羽田から台北・松山空港へ出発 
14：00～16：10 国立故宮博物院の見学 
17：20 夕食（台湾料理） 
18：30 ホテルにて解散後、 屋台街へ行く（自由行動） 
第 2日目 9 月 4 日（木） 
9：30～10：30 台湾三井物産の訪問(台湾三井物産の事業概況とグローバル人材像に関す
る講演・意見交換会) 
11：30 昼食（飲茶料理）後、新竹へ移動 
13：30～14：30 中華大学の訪問(台湾の大学事情とグローバル人材育成の現状について
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意見交換および見学) 
15：00～16：30 台湾新竹サイエンスパークの訪問（台湾科学工業園探索館と園内見学） 
17：30 中正記念堂の見学 
18：00 夕食（四川料理） 
第 3日目 9 月 5 日（金） 
10：00 忠烈祠・衛兵交代式の見学 
10：50 お土産散策（自由行動） 
12：00 昼食（ラム肉ブッフェ） 
13：10 行天宮の見学 
14：00～15：00 お土産専門店 DFS（自由行動） 
16：10 松山空港から羽田空港へ出発 
21：30 帰国・解散 
 
3.研修内容 
(1)国立故宮博物院 
  68 万点の美術品を所蔵している国立故宮博物院を見学した。ガイドの案内の下、管内
各階フロアー内の展示品についての説明を受けながら見学した。展示品は、その時代の
色使いや文様、形などの影響を強く受けており、当時の流行や背景、発展状況などを知
ることができた。また、展示品の全てに言えることは、作品の一つ一つが複雑で精巧か
つ巧妙で緻密な作りであった。工芸品の中には小指の第一関節程の大きさの作品や、犀
の角や竹を使用した作品、親子 3 世代（約 120 年）にかけて作品を完成させた精巧な作
品があった。この歴代に渡る中国の美の追求や巧妙な技術獲得に対する執着心および向
上心、長い年月をかけて作品を完成させる揺るぎない芯の強さは、今の中国や台湾に共
通するところがあるのかもしれない。印象深い展示品としては、「碧玉屏風」がある。こ
れは当初、満州国皇帝の溥儀が、昭和天皇に贈ったものであった。しかし第 2 次大戦で
敗戦した日本は、蒋介石が賠償金を放棄してくれた恩を返す形で、昭和天皇が台湾へ返
したというものである。価値としては、約 360 億ドルに相当するのではないかというガ
イドの説明があった。財宝についての物語や価値の信憑性は別として、台湾人の歴史認
識を感じさせるものであり、このような相手方の歴史認識に対する学習は、大変重要で
あり、翌日訪問した台湾三井物産の社長のご挨拶の中でもこの点が強調されていた。 
 
 
 
 
 
 
− 138 −
教育活動報告
139 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)台湾三井物産  
台湾三井物産の東山三樹雄社長(董事長兼総経理)をはじめ同社社員 4 名からレクチャー
を受けた。東山社長は、台湾経済の動向（GDP 成長率は前年同期比 2.8%増から足元では 2.6%
にまで低下）や、台湾の主産業である IT 産業の現状と展望について触れながらご挨拶をさ
れた。企画と人事を担当されている現地社員は、流暢な日本語で台湾三井物産の会社概要
や人材育成方法などについて解説された。人材育成方法については、入社歴に応じた研修
プログラムとなっており、語学研修や海外研修などグローバル人材の養成に力を入れた研
修プログラム内容となっている。また、採用においても他国籍または留学経験のある人材
の採用を増やしているとのことから、グローバル化を急いでいることが伺えた。田辺茂企
画業務部長(兼人事総務部長)は、日本のグローバル化への重要性についてレクチャーされ
た。内容としては、昨今の日本経済は、低迷しており、日本に足りないものは何であるか
台湾と比較しながら、鋭くご指摘されていた。例えば日本人の保守的な考え、内向的な意
識感覚、向上心および積極性の低さなどを挙げられ、これを打開するのは日本の次世代の
主役である学生たちであることを自覚させるべく問題提起をされた。また、低迷している
日本経済を再生させるためには、日本国内だけでの思考・行動や試行錯誤を繰り返すので
はなく、「日本から台湾へ」、「韓国や台湾から日本へ」など日本の外へ視野を向ける必要が
あると強調された。さらに、日本に籠っている人間には将来性を感じることができない、
常に「挑戦と創造」を意識できる若者が世の中から期待されていると明解かつ力強いメッ
セージを頂いた。 
台湾三井物産の訪問を通して学生たちは、三井物産というグローバル企業の社内の空気
を体感し、世界の最前線で働くビジネスパーソンの生の声を直接聞くことにより、目指す
べきビジネスパーソン像や企業像を少なからずイメージできた。また、高い志や挑戦する
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ことの魅力を感じるとともに、実戦能力を養うための学習動機（留学や大学院進学による
専門知識の習得）を得たものと思われる。  
最後に、グローバル経営を行っている日本を代表する三井物産といえども、多くの経営
課題を抱えていると率直にお話されていたことが印象深かった。経営課題の一つは、自律
的意識をもった現地スタッフがより強い権限をもって、日本本社の指示なしでも創造的に
活躍できるようにすることである。その理由は、「変化が常態」という中で、海外現場の日
本人以外の外国人の組織構成員が経営参画意識をもつことによって、目まぐるしく急変す
る国際経営環境に対応するためである。学生にとっても、本学経営情報学部で学んでいる
垂直的意思決定構造や人材育成の問題点、経営イノベーションを想起させるものであり、
今後の経営学習意欲を触発するものとなった。 
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(3)中華大学(私立総合大学) 
中華大学国際交流センターの葉雲鵬主任から英語および日本語にて中華大学の概要説明
を受けた。内容としては、中華大学は、創立 1990 年、現在学生数 1 万人程度、学部は全 6
学部（30 学科）、提携大学数は 28 大学、新竹地域で唯一の「日本応用学科」を設置してい
る。立地は、新竹市香山区に設立されており、サイエンスパークが近接しているため、サ
イエンスパークにてインターンシップなどの企業実習や産学協同研究が盛んに実施されて
いる。海外留学生の集いと国際情報交換の場の提供を目的とした「インターナショナルハ
ウス」が学内に設置されており、そこには英語と日本語コーナーなどがあり、外国語の学
習・体験がしやすい環境が整っている。この「インターナショナルハウス」では、学生の
外国語の使用頻度が高い。また、外国語教育は、少人数教育(1 クラス 20 人前後)が特徴と
のことであった。 
大学概要の説明を受けた後、学内を見学した。衛生環境が行き届いており、水墨画の作品
が所々に飾られている。学生たちがくつろぐことができるソファや椅子が各フロアーに設
置してある。図書館内の学習机の他に、独立した場所に自習室が設けられており、数多く
の学習机が設置されている。自習室で熱心に学習している中華大学の学生の姿は、本学学
生たちにとって刺激となったようである。台湾やアジアの大学生の学習意欲から日本の大
学生は、刺激だけでなく、学ぶことがあるのかもしれない。 
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(4) 台湾新竹サイエンスパーク(科学工業園探索館など) 
本学が会員として加盟しているアジアサイエンスパーク協会の紹介を通じて、台湾新竹
サイエンスパークを訪問した。アジアサイエンスパーク協会は、アジア地域のサイエンス
パーク・研究機関・インキュベート機関の情報交換やアジア共同体の土台作りを目指して
日本で設立され、本部事務局は韓国大邱市にある。日本・韓国・台湾・中国をはじめ中東
や東南アジアなどから約 40 のサイエンスパークなどが加盟し、アジア発の大学・研究機関
の R＆Dとベンチャー創出のためのネットワークなどに取り組んでいる。アジアサイエンス
パーク協会本部事務局(韓国大邱市)では、2011 年度に本学の学生が海外インターンシップ
を行った。台湾新竹サイエンスパーク(台湾新竹科学工業園)は、アジアサイエンスパーク
協会の会員のなかで最も意欲的に活動を行っている機関である。 
新竹サイエンスパークでは、科学工業園探索館を見学し、台湾産業の沿革をパネルや展
示品の紹介を受けながら説明を受けた。設立主旨は、先端技術産業と人材誘致、台湾の産
業発展促進、地域発展の均衡、国家経済成長をリードすることにある。台湾には、北部・
中部・南部の 3 ヶ所に サイエンスパークがあり、新竹サイエンスパークは半導体産業を、
中部サイエンスパークは航空産業・精密機械・光電子産業を、南部サイエンスパークは光
電子産業を中心に、それぞれコア科学技術を保有し、コア産業団地を形成している。 
新竹サイエンスパークは、1980年に台湾政府の主導のもと2247億円を投じ、設立された。
設立以来 30 年以上にかけて蓄積された研究成果と生産技術は、台湾経済の発展に大きく寄
与しただけでなく、国際的にも極めて高い評価を得ており、世界のサイエンスパークの模
範となっている。また、ハイテク企業など入居企業数 440 社、社員数合計 13 万人、総生産
額 3兆 4000 億円に上る。総生産額は、設立以来、年平均 30％の急成長を遂げており、台湾
製造業の約 10％を占めるに至っている。まさしく台湾経済の発展を牽引している。今後は、
先端技術産業の持続的な発展と長期的競争力の確保のために産学官の革新インキュベー
ターとの連携を増進させ、さらに産業の研究インフラを発展させる方針である。 
上記の解説を館内で受けた後、サイエンスパーク敷地内を見学した。サイエンスパーク
内は、企業が所々立ち並び、周囲には診療所、銀行、スーパーマーケットなどが立地し、
居住面でも好環境である。また、近隣には中華大学(私立)だけでなく、国立大学である清
華大学や、交通大学のキャンパスもあるため、企業と大学が連携を活発化している。大学
は、学生の実践能力の養成ができる一方、企業は現場での実習環境を提供することで優秀
な人材育成確保に繋げている。これは、地域イノベーションのモデルとして、大変参考に
なる。日本には、サイエンスパークのようなハイテクベンチャー企業が集積している象徴
的のところがない。民間や自治体主導のサイエンスパークはあるが、政府主導のものはほ
ぼないに等しい。また、企業と大学が連携して、積極的に人材を育成する体制整備が十分
ではない。したがって産業社会の最前線に立つ人材育成は、企業に入ってから始めるとい
うのが現実である。このように台湾と日本を比較したならば、やはり台湾は、企業と大学
の連携による人材育成が活発と言わざるを得ない。 
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サイエンスパークの担当者は、「なぜ台湾の大学生は、中小・ベンチャー企業に勤めよう
とするのか」という学生の質問に対し、「台湾では、日本と違い大企業の数が少なく、また
大部分の台湾人にとっての勤め人のイメージは、世界で活躍する独立した自営業者である。
よって大学生の人生設計は、日本の大学生のように安定志向としての公務員や大企業の社
員像を描くのではなく、起業家を目指す」との返答があった。また、「台湾企業の最大の特
徴は何か」という質問については、「突破力、チャレンジ精神、やる気」という大変印象的
な返答があった。台湾の大学生や企業を理解するのに有益であった。 
日本と表層的環境が似ている台湾の大学生が、その将来設計において常に自営業者や起
業家を念頭に置いているという発言は、経営学を学ぶ本学の学生にとっては新鮮かつ刺激
的であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5)忠烈祠 
忠烈祠（戦争で亡くなった英霊を祀る祠で、台湾政府の管理下にある）では、衛兵の交
代式を見学した。台湾は、男性に 1 年間の徴兵が義務化されている。衛兵は選りすぐりの
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精鋭であり、学生たちと同年代の青年であるため、国防や平和を考える機会となった。国
家のために殉じた志士たちをどのように敬うべきなのかを考えさせられた。また、そこに
眠っている多くの志士が、日中戦争のために亡くなったということを聞かされ、複雑な心
境となった。さらに、台湾は、平和を推進するため 2014 年から徴兵制を廃止することになっ
ている。しかしこれに対して台湾国民は、防衛力の低下や台湾と中国との統一問題などか
ら不安を感じている方が少なくないという。学生たちは、台湾と中国の関係などアジア近
現代史を学習する必要性を切実に感じ取った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ この場を借りて、今回の「多摩大アジアダイナミズム研修視察」において、快く受け入
れて下さった台湾の各訪問先の関係者の方々、また共同研究費など多大なるご支援くだ
さった多摩大学関係者の方々に改めて深くお礼を申し上げます。 
 
3.研修総括  
今回の台湾研修視察を終え、帰国後に学生たちにレポートの提出を求めた。レポートの
記述項目として、(1)今回の研修で印象深かったこと、(2)あなたの考える今後の日台関係
について、(3)今回の視察を終えてあなたが考えるようになったグローバル人材とは、(4)
今回の視察以前とこの後であなた自身が変わったことが述べられているのだが、学生の感
性ならではの興味深い記述が随所にあった。以下は、研修参加学生のレポートからの抜粋
である。 
 
① 「私の生活がいかに恵まれているかと改めて考えさせられた」 
② 「行動の前にリスクを考え、暗黙の了解の作用で行動指針が変わるのが日本社会でよ
くあることであり、これを打破しなければならないと感じ、まず私自身が変わらなけ
ればならないと強く感じた。」 
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③ 「親日の方々も多く、礼儀正しく情に厚い方々ばかりで私は感銘を受けた。現在尖閣
諸島の問題で、日台関係が最悪の状態の中、今後平和で協力関係を築くには、民間レ
ベルの交流を増やすべきだと感じた。」 
④ 「台湾にとって日本は大きな存在であることも今回の視察で改めて感じ取れました。
現に国民の 55％は日本のことを良好国であると応えている。今後もこの数字は下がる
とは思えません。」 
⑤ 「印象深かったことは、台湾人のコミュニケーション能力の高さである。今回の視察
で台湾人の大半は日本語・英語を器用に使って接してくれた。日本で暮らす私にとっ
て衝撃を受けた。」 
⑥ 「日本は、いつまでも島国大国として大柄な態度をとる時代は終わった。ＩＴ産業に
おいて、新竹サイエンスパークで技術力の高さを感じた。日本と台湾のそれぞれの強
みを生かした製品開発を行い、アジアでも引けを取らない友好関係を築きあげること
こそがこれからの日本に残された有効な選択肢だと述べたい。」 
⑦ 「日本以外に目を向けた取り組みを自ら起こして、周りを巻き込むような壮大なこと
をしたい。台湾で功績を残した偉大なる日本人に感謝して、日本人としてこれかを生
きていたい。」 
⑧ 「多摩大学の教授陣はグローバル人材育成に力を入れて邁進しています。日本の大学
教授が世界の企業と繋がりを持ち、日本の若者（学生）が関係をもてるような社会に
なれば、世界は大きくなると確信します。」 
⑨ 「初めてのアジアを体験してこんな国がまだ他にもたくさんあるのかと思うと、世界
で競争することのスケールに驚かされると共に、ますますアジアを知りたくなり、行っ
てみたくなった。(中略)アジアのことなど、ネットでいくらでも分かるかも知れない。
だが、この感覚、感触を私は現地に赴き実際に肌で感じてきた。この小さな経験が決
定的な違いになることを私は信じたいと思う。」 
⑩ 「異国の地で学ぶことは必ず自分の力になると台湾三井物産の方からの言葉がとても
自分には染みる言葉であった。これからの社会では自国のみでは生きていくことはで
きないと実感させられた。昔は日本が台湾を植民地化し、教育を行っていたのに対し
今では立場が逆転してしまっていることに気づくべきであると感じた。」 
⑪ 「台湾に行く約一週間前まで韓国に居たということもあって、台湾に行ってからは日
本と台湾だけを比べるのではなく、日・韓・台の比較をよく考えていました。」 
⑫ 「台湾だけでなく他の国にも行ってみたいと思う気持ちが強くなりました。このよう
に少しずつ海外に行って日本では出来ない体験をすることで、自分自身の世界をどん
どん広げていきたいです。」 
⑬ 「日本にいるのなら日本語だけで生活することが可能であったが、世界に出た瞬間の
言葉の壁は自分の中で想像していた以上に大きいものだった。」 
⑭ 「台湾という国は国際社会から国として認められていないということがわかった。そ
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のためにどうにかして国をアピールして認められようとしている、という台湾の人々
の人情や国を愛する力が伝わってきたことも印象に深く残ったひとつである。」 
 
レポートは、いずれも体験に基づく「刺激」と「変化」が感じられるものであり、学生
の中で何かを気づき始めている。このように学生たちに気づきのきっかけを提供できたこ
とが、最も大きな教育成果であった。また、多摩大アジアダイナミズム研修視察の参加人
数も 2011 年度の 18 名から 2012 年度 31 名に 1.7 倍に増えた。一方、教訓としては、学生
が訪問国の基礎的な知識と言語をしっかり習得して参加するように指導すれば、より高い
教育効果が期待できたということである。したがって今後は、2年間の経験と教訓を踏まえ、
グローバルビジネス系統科目・外国語科目と多摩大アジアダイナミズム研修視察(事前学習
含む)とのシナジー、本学の経営情報学部とグローバルスタディーズ学部の教育資源の共有
活用などを通じて教育効果の最大化を図る所存である。 
   
   まとめにかえて 
多摩大学では、前述したように寺島実郎学長が「アジア・ユーラシアダイナミズム時代
を創造する志と地政学的知を身に付けた人材の育成」という教育方針を掲げている。アジ
ア・ユーラシアダイナミズムと向き合うグローバルビジネス人材には、以下のような知識
や能力が必要と考えている。まずは、アジア発の情報の収集・分析・発信力、アジア戦略
策定力、アジアビジネスモデル、アジア観、アジア近現代史などである。次にこれらの情
報・知識・スキル・観点を繋ぎ合せ体系化することによってアジアマインドやアジアセン
スを磨くこと。そして最後は、アジアの企業やビジネスパーソンがもっている「アジアの
知恵」を引き出し、これを日本の企業やビジネスパーソンがもっている「日本の知恵」と
結びつける、もしくは融合させる地政学的知恵が求められる。このような知識・能力・感
性・知恵の習得や実践は、決して簡単なことでないが、これこそが今、企業や大学に求め
られていると認識している。 
本学では、このような産業社会のニーズや教育政策の要請に基づいて、グローバルビジ
ネス人材の育成に取り組んでいる。具体的には、グローバルビジネス履修モデル(系統科目)
の充実、外国語教育(英語・中国語・韓国語の資格取得)の強化、留学(短期・中期・長期)
や海外インターンシップの拡大、海外大学間交流協定(留学派遣先)の拡大、受け入れ留学
生との交流活性化などである。アジア・ユーラシアダイナミズムと向き合うグローバルビ
ジネス人材育成では、一歩リードすべく臨んでいる。 
 
4.台湾研修視察の事前学習用資料 
下記資料を教材として、本台湾視察に行く前に教員から学生対象に事前学習を行わせた。 
(1)公益財団法人 交流協会作成資料（以下のサイト参照） 
http://www.koryu.or.jp/ez3_contents.nsf/12/F3CE8A140E14BA4649257737002B2217?
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(2)日本外務省ウェブサイト（各国地域情勢＜台湾＞） 
 http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/taiwan/index.html 
(3)台湾の経済情勢と対外（中国・日本）関係についての資料（別添） 
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